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あらまし：新型コロナウィルス感染拡大防止のため，教員研修が中止または遠隔にて実施された．本研究

では，プログラミングに関する遠隔講習に参加した教員に対して意識調査を行った．今後も引き続き遠隔

での講習や研修を実施する際の示唆を得るために，遠隔講習のメリットやデメリット，および「自身が遠

隔の校内研修を実施する際に注意すること」などを講習後に自由記述の回答を調査対象とした．その結果，

遠隔講習に参加した教員が着目する事項は，「参加者の困難さの解決」，「方法の検討（コミュニケーショ

ンの確保や準備）について意識していることが明らかとなった．また，Web会議システムによる研修の準

備として，環境の整備と，受講者の人数などの調整が必要であることが明らかとなった． 
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1. はじめに 

新指導要領実施の 2020 年に小学校プログラミン

グ教育が必須化されたが，小学校プログラミング教

育を積極的に推し進めるには，教員の研修が必須で

あることは多くの研究から示唆されている．著者ら

が 2019 年に調査した「教員の養成・採用・研修の一

体的改革推進事業」の「先導的な教職科目の在り方

に関する研究」において，教員養成学部を有する国

立大学 44 大学が設置されている自治体の教員研修

は 86％であった．その後，2020 年度の調査を実施し

たが，新型コロナウィルス感染拡大防止のために多

くの研修会が中止されており，正しく調査が実施で

きなかった． 

また，プログラミング教育に興味がある教員は，

ICT 活用の段階を経ていることが考えられる．つま

り，プログラミングの遠隔講習に参加している教員

は，今後の遠隔研修の実施の担い手になると考えら

れる．教員免許更新講習のプログラミング教育に関

する科目に参加した教員を対象として，遠隔研修に

対する意識調査を調査することは，今後の遠隔研修

を実施するうえで重要な示唆を得ることになる． 

 

2. 目的と方法 

2.1 調査の目的 

本調査では，遠隔研修を受けた教員の遠隔研修に

対する意識調査を実施した．遠隔講習のメリット，

デメリットと「もし自分が遠隔の研修会を開催する

場合，どのような方法で，どのような工夫をします

か」という問いに自由記述で回答した．自由記述を

用いて意識調査を行う方法としてテキストマイニン

グを利用した．使用したソフトウェアは KH-Coder 

Ver3 である． 

調査対象は，教員免許更新講習を受講した 99 人の

うち有効回答の 97 人である．調査期間は 2020 年 6

月から 9 月である．学校種の内訳は表 1に示す． 

 

表１ 調査対象の学校種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 結果 

調査対象の教員免許更新講習ではプログラミング

に関する内容を扱っている．ただし，受講者の学校

種の制限を設けることなく小学校から高等学校や特

別支援学校の教員が受講した． 

教員が考える遠隔講習会のメリットとして，自由

記述より抽出された言葉についてまとめると，下記

の 5 つに大別された． 

学校種 人数 

小学校 33 

中学校 15 

中高一貫校 6 

高等学校 28 

特別支援学校 15 

合計 97 

― 295 ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P2-01 



① 自宅で受講でき，移動が少なく，時間が有効に

使えた 

② 自宅など慣れた PC 環境のため，落ち着いて受

講できた 

③ 時間的制約のないため，自分のペースで受講で

きた 

④ 他県や遠隔地からも講習会に参加できた 

⑤ チャットなどの機能を利用することで講師に

質問が容易だった 

一方で，「もし自分が遠隔の研修会を開催する場合，

どのような方法で，どのような工夫をしますか」と

いう問いに対する自由記述を多次元尺度構成法によ

り，2 つの軸を仮定して分類した結果を図１に示す． 

プログラミング教育に参加した教員が遠隔研修を

実施する際に注意する点としては，「困難さの解決」，

「方法の検討」に関する 2 つの軸で，分類が可能と

なった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 教員の遠隔研修の検討事項 

 

4. 考察 

遠隔講習におけるメリットや実施の検討事項につ

いて明らかになった一方で，そのデメリットとして

教員が遠隔研修に不慣れなことや ICT 環境の整備な

どの課題があげられていた．この課題は時間と共に

解決すると考えられる．特に GIGA スクール構想で

高速ネットが整備される予定であり，教員は必ずし

も自宅で研修を受ける必要がない．また，遠隔研修

で利用している Web 会議システムなどは一般的に

なっている．したがって遠隔研修のデメリットは一

時的なものであることが示されたと考えられる． 

さらに，今後教員自身が遠隔研修を行う場合は，

方法の検討として，事前の準備や講習会中のコミュ

ニケーションの確保など重要な観点を持っているた

め，一度遠隔研修を経験することで，対策が立てら

れることが予想される． 

今後の課題として，遠隔研修の効果について定量

的に調査する必要がある．さらに，個人の資質と遠

隔研修の相性なども調査し，研修の選択基準を示す

必要がある． 
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